
肉豚 の胸 囲潟定 か ら技 肉重 ■ を推 定 す る方法

( 奮棋 中 小家 畜部 )

1 . 背 景 とね らい

肉豚 の商 品価日 を高め る一方法 と して 、上物 に持 付 け され る範 囲の枝 肉重工 に舶 え るこ とは■ 要 な

事項 で あ る。 しか し、養豚農家 には体重 計の な い事 が多 く、 また、あ つて も労 力問題 か ら実 際 に は飼

育 日欺 、飼料 消費 量 、 目見 当で出荷豚 を選定 して い る例 が多 い。 これ らの解決 策 と して 、巻尺 で臓 □

と体長 を測定 して枝 肉重量 を推定す る方法 を検討 し、昭和 5 7 年度 に指導 上 の参 考事 項 と しためF 、材 料

が岩手県 肉豚 共進 会 の去勢豚 のみで、雌 豚 や一 般養豚 農家 の 肉豚 の場合 の通応 性な どの課題 が強 され

た。従 つて、今 回 は これ らの採題 について検 討 した結果 、実 用性 の高 い方 法 を見出 したの で普及奨 励

事項 に供 したい。

2 . 技 術 の内容

1 ) 調 査対象豚 : 一 般 養豚 農家の出荷 した肉豚 く交能種 ) で 去勢豚 8 7 頭、雌豚 6 0 頭の計 1 4 7 頭で県 内 2 ヶ

所 の処 理壕で調査 した もの で あ る。

2 ) 調 査豚 は枝 肉重量 が4 9 . 5 ～7 7 K 8 、胸 囲が9 1 ～1 1 5 c 田の範 囲 にあ った。

3 ) こ れ らの肉豚 を用 い胸 日 と枝 肉重量 の関係 を検 討 した結 果 、下表 の推定 式 が求 め られ た。

胸 囲 = 枝 重 相 間関 係

む

♀

0 . 8 2 6  培

0. 7 3 5  ネ

全  体 0,799 培  Ⅲ

4 ) 適 用の範 囲 : くイ) こ の推定式 に よる方法 は生 体 時 の胸 囲測定 か ら枝 肉重 量 を推 定 す るため に用 い る。

( B ) 特 に、豚枝 肉格付 けの 「上 もの 」以上 に格 付 け され る範 囲 の 5 6 ～7 8 X 3 を省力 的 に推

定 で きるので、出荷豚 の重量 を揃 え るため に役立 つ。

( ' 1 ) この推定 式 は性 ご とにも適用 で きるが 、性 に関係な く、

↑= - 4 8 。6 4 + 1 , 0 9 7 X で の活用でよい。

3 . 指 導上 の留意点

1 ) 胸 囲の推定 は 「肘 」の直後 におけ る胴 まわ りの長 さで、正確 に測 るこ と。

2 ) 測 定 用具 は市 販 の巻尺 ( 2 m も の ) で よいが 、着手苦試 考案 の もので も よ い。

3 ) 枝 肉格 付 け は枝 肉重量 の ほか に、背 脂肪 、肉 色、肉締 り、肉付等 の総合 判 定 で決め られ る。

4 ) 尚 、飼義管理技術 や豚 の遺伝 的素賀等 々と決 定 す る要 因 は多 くあげ られ るが 、経営 の柱 とな る豚の組

合 せを決め 、そ れ に合 った飼料の通 正な与 え方 を確立 す ることも大切 で あ る。
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5 . 試 験 成 績

表1  供 慎ほのと官

表3 推 定式の超合度
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